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ディジタル計算制御装置FACTROL5000
DigitalControIComputer FACTROL5000
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forIndustrialUse

川 崎 淳*>巨
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滴 武 雄**
Takeo Miura

内 容 梗 概

｡コントロールへの適用を目的とするFACTROL5000形ディジタ′し計

算制御装距につき述べる｡本装捏ほ･‾i一枝システムによるビルディングブロック化および工業用仕様を特長とす

るディジタル計算機である｡本稿は特にFACTROIノの理念および特長について述べるとともに,計算機シス

テムおよびソフトウエアの概略について説明するっ

ト 緒 言

ユ朗ミ電子技術の発娘とト′1動制御技術の急速な進射こ伴い竜子計辞

技術を制御装霞に導入した計算制御の動きが顕著になF),今や実川

化の段階にはいりつつあるっ計算制御装置の適用分野も従来より考

察されてきたプロセスダイナミックスの制御,最適化制御,シーケ

ンス制御,計幹子測に加えて生産管理,工梓管理の自動化へ拡大さ

れてきている｡また,装置の而では高速化,高性能化が推進されて

いることのはかにオソライン制御をR的とする計算制御に向かって

よりいっそうの多き力が払iブれている｡

日立製作所の制御用ディジタル計算機としては従来よりHITAC

501,502の二機種が製作され,501ほ火力発電所またほ変電所のデ

ータロガーとして十教子｢の納人実紡を持っており､502ほ主として

制御系解析鞘として使用されている〔以卜のほか_‾｢業朋としてオン

ライン制御を目的とするFACTROL5000システム計算制御部が昭

和38年秋に完成をみた(舞】図)｡HITAC501,502についてほす

でに幸艮告されているので‖-(ヱ),本稿ではFACTROL5000につき概

略を述べることとする｡

2.計算制御および制御用計算機の最近の動向

計算制御の思想ほ数年前より提唱されているが当初は大形ディジ

タル計算機を三洋人した大規模な総括制御方式が考察の対=象であっ

た〔こ当時は多少現と想を追い過ぎた面もありあまり大規模に過ぎた

点､制御対像の解析が不十分であった点,計算機周辺の機器に十分

な配慮が欠けた点などにより直ちに実現の段階に至らなかった〔そ

の後反省_耕を経過した現在では制御対象の特性をデータロギングお

よびオフライン計掃機による解析などを通じ事前に十分は挺すると

ともに,入手による操業経験石畑爛ルーケソスに導入するなど慎重

なシステムエソジニヤリングを行なった後オンラインへ適用する方

向に進んでいる｡また,従来の大規模な総括制御方式に対しシステ

ムをおのおの閉じた小ブロックに分割し第2図に示すピラミッド形

に偶成することにより実用的な方式が提案されている(■3)｡さらに計

筍要素とLてディジタル要素のほかにアナログ要素もその良さが再

認識さjL両者の組合せを適所に侍用することにより信栢性の高い経

子舟泊な制御方式が実現できる｡

殻近の制御用ディジタル計算機は人形化,高速化,高性能化が進

み汎朋,科学用に近い性格のものも多い｡これらは主として力1フラ

イソ,オンラインのデータ処理用または解析用として使用されてい

る｡これに対し,仕様の簡素化による経済性を特長としオンライン

制御機諾削こ近い性格を持つ制御用計算機も存在するっ 本稿に述べる

FAC′rROL5000ほ後者に属する装置である｡

*
日立製作所中央研究所 工博

*半
日立製作所中央研究所

晶

第1図 FACTROTノ5000の正面写真(試作機)

規制榔装 置

†滞り御装置 r御Ⅰ御装置 r･制御装i岩

制 御 対 象

第2阿 分散した制御システム

3.FÅCTROL5000の特長および仕様概略

3.1適 用 対 象

FACTROL5000は本機の適用対象の一つであるファクトリ･コ

ントロールすなわち産業における生産管理の日動化よりその名称を

得ているが,このほかシーケンス制御,データロガー,計算制御な

ど広い応用分野への適用を考慮している｡

ファクトリ･コソトロールは製鉄二1‾二業,化学工業,自動車ニー二業な

ど原料,部品,生産物など多数の物品を取り扱う工場において物品

の製造工程,品質,在韓数などの管理の自動化をR的とするもので

ある｡処理内科土上ヒ較的簡jiう一な計算が主であるが判定,分塀など論

叩89
【
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理演算機能が必要であり,ときには大容量の記憶装置を必要とする｡

また制御の面では製鉄,セメント,化学工業その他におけるデータ

ロガー,計算制御たとえば製鉄工業における転炉の原料予測計算,

均熱炉の分塊焼上り予測計算,ストリップミルの圧下設定,速度設

定の制御などを対象としている｡これらは計算内容も多少複雑な場

合もあり,処理時間が限定され,高速の割込機能を必要とすること

もある｡また装置の性格上工場現場付近に設置される場合が多く環

境条件が必ずしもよくない｡

FACTROL5000は以上の適用例につき慎重に検討した結果生ま

れたもので制御用として必要な機能を満足している｡本機は特にオ

ンライン制御への適用を主眼とし信煩性および経済性に重きを置い

ている｡したがって取り扱うシステムの規模も中程度を限度とし処

矧勺容もあまり複稚でない範囲に重点をおいている｡また処理内容

が複雑な場合には制御用アナログ計算要素の併用,本機数台の並列

運転を,また舞2図に示す分散したシステム構成を採ることを考慮

しノてる｡

3.2 特 長

本機のおもな特長を次に述べる｡

3.2.1中核システム(システムのビルディングブロック)

システムの規模,処理能力は場合により大幅に異なっている

が,これらの要求仕様に融通性良くかつ経済的に追従するため

FACTROIノ5000は各応用面に共通な機能を持つ装置を中核計算

機として製作し,中核の回りに標準化した要素をビルディングブ

ロック方式に積上げシステムを構成している｡中核外部の要素に

は入出力機器のほかにアナログ計算要素をも含んでいる｡弟3図

ほ全システムのブロック図である｡

3.2.2 中核内部のビルディングブロック化

ビルディソグブロック化は中核計算機内部にも及び内部要素は

ユニット構造を採り命令,機能,記憶装置の付加が容易である｡

3.2.3 エ葉月仕様

本機は環境条件の悪い現場にも設置可能なよう工業用仕様とし

雑音に強い要素により構成し温度範囲は0～40℃である｡また保

守員の常駐を必要としない程度の信頼度を目標とし,高信頼化の

ため次の方策を採っている｡

(1)工業用記憶装置(0～40℃)の採用

保護装置を付加し停電の際にもメモリ内容は破壊されない｡

(2)非破壊の固定メモリに重要プログラムを収用

(3)スタティックな基本回路(-10～＋60℃)を採用

(4)定格低減による半導体顆の高信転化

3.2.4 制御用轢能

中核計算機は極力素子数を減らした経済設計となっているが制

御用入出力およびアドレス選択用出力を持ち,また判定処理の便

人 存 ▲

外部ノモ=

(桜1ミドラム)

人7J傑岩紺書モ

⊂=コ

す7■ショ

ナル部分

/ゝ

令I

htult,Di＼▼

Indexing

その他

使先割込

小 枝 計 許

制 御 部

地下言古1†17

計l告古屋一

コア2,048講

人け1力
21ピ･ノ【

人.L】1ナノ切推制御部

アナログ

演椚Hj劉鮎

7卜‾レ1適才f{
15ビノ【

第3図 FACTROL SYSTEM

山力機器群

[==]

テーーフ

リーデ

第46巻 第8号

第1蓑 様仕部御制竹界計

基 本 仕 様 付加可能機能

方 式

ラーi
lln

数値語

命令語

浜算方式

プログラム内蔵方式

内部2進,国定小数点

20bit＋符号＋パリティ

FtlnCtion6bit＋Address15bit

直列,同期式

竺竺岳還買箪三__買_写ラム処竪
命令権額∈ 17

基本回路】トランジ′スタ,スタティック同期式

記憶装置

人 力

H毛 ノJ

周囲湿度

電 源

工業用記憶装置(コア)1024×2語

コア固定メモリ1024語

8単位テープ,並列入力21bit

並列出力21bit＋ストP-プ

アドレス選択出力

並列15bit＋＋ストロープ

0～40℃

100VACl(与,(22VAC3¢)

インデクス付

(認諾ご諾諾血2bit

乗除算(金物):5,790/上SmaX

乗算,除算,優先割込,インデ

クス関係,ドラム制御

餃大64種

磁気ドラム(約8,000語)

大容量コアメモリ(4,096×2語)

を図り論理演算機能を備えている｡なお金物による高速割込機能

も付加できる｡

3.3 仕 様 概 略

FACTROL5000計算制御部(中核計算機)の仕様を舞】表に示

す｡基本什様を左に付加可能な機能を右に示した｡命令数ほ基本仕

様では17種であるが付加可能な命令として乗算,除算,インデッ

クス関係などが用意されている｡記憶装置は工業用記憶装置(1,024

語×2)が装備されているが,特に大容量を必要とする場合は大容量

磁気コア(4,096×2語),磁気ドラム(約8,000語)を付加できる｡ま

た本機は周囲温度0､40℃で安定に動作するが特に環境条件の悪い

場合ほ密閉形としェアコソ内蔵とする｡

4.FÅCTROL計算機システムーその特長

ん1定格低減による半導体類の高伝来引ヒ

ー般に√正子機器がオンラインの制御装置として使われる場合,そ

のMTBFは1,000時間以上が要求せられ,さらには10,000時間が

目標とされている｡制御装置は過酷な周閉条件でも所期のMTBF

をもつよう設計製作されなくてはならない｡半導体の故障率の低減

対策,および故障率の推定がこの見地から重要になる｡

トランジスタの寿命特性は近似的に接合部温度により決定され,

(1)式が与･えられている(4)｡

10gエ≒Aト音
ここに, エ

アノ

A,β

である｡また,

められている｡

‥(1)

平均寿命時間

接合部温度

定 数

(1)式ほダイオードについても成り立つことが確か

一方RCAでは多量のトランジスタの実績から,弟4図に示す強

制度相関図蓑を得ている(5)(6)｡第4図は故障率ほコレクタ損失と周

開温度により,すなわち接合部温度により決定されることを示して

いる｡第4図で故障率を出す場合,まずその使用条件,すなわちコ

レクタ損失たと同園温度r〝を定める｡これらはおのおの烏max,

ー90-
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7こmaxにより(2),(3)式で正規化したものである｡

正規化凸=告≡≡J･
l土規化

rα=
rαa｡tual-25℃

7七max-25℃

宗
祭
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+
と
雫
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｢
㌧
書
中
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L
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ンぺ

望

王

12卜
10

1347

汽,r｡により座標点を定める｡その点がP-T曲線の下にある場

合はその点の左縦軸がそのまま故障率を示す｡もし,P･mT山線の上

にあればその点を通るK直線に沿ってP-T曲線までたどり,そこ

から左縦軸を見た点が故障率を示す｡この方法はかなりラフな故障

率の推定法であるがだいたいのMTBFを算出するのに有効であ

る｡

いま,制御用として胴囲温度40℃が要求されるとする｡もし,

Geトラソジスタを使えばT佃Ⅹ=70′～85℃なるゆえ71max≒60℃

となり,(3)式よりn=0.43となる｡弟4図で㌔=0.43を与え,

故障率が0.01%となるAを求めると0,3を得る〔すなわち定格の

30%以下の汽で動作させなくてはならない〔

実用機掛こおける故障率(6)(7)はPNPGe合金形高周波用;0.0072･､

0.029%/1,000h,点接触Geダイす-ド:0.0037～0.0085%/1,000h

程度である｡

ム2 基 本 回 路

FACTROIノの基本回路に要求される条件は次のとおりである

(1)単体および簡単な組合せ回路で,一10～十60℃で安定に動

作すること｡

(2)論理レベルは12Vとし,たを下げるため飽和形とする〔

(3)処理能力を上げるため,グロ､ソクは100kcとする〔

基本[自l路の中心となるFF(プリ､--rプフロヅプ)は弟5図の析分形

FFである｡方式的にはR-SFFで,これをJ-KFFにするにはD.,

D2を接続して,論理入力がともに"1”の場合でも,カットオフさ

れているトランジスタにカットオフトリガがはいらないようにすれ

ばよい｡FACTROIノでほJ-KFFを必要とする個所は少ないので,

Bl

B2
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｢【【
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(a)手′i分計フリップ7ロ･ソプ回路

第5図 積分形フリップ･フロップ

0 2 4 6 8 10

パ ル ス 帖(ノJS)

第6図 EF のトリ ガ 感 度

全体を統一するうえからR-SFFを採用した｡

積分形FFでは論理入力をCl,C2に充電し(佑分),これをクロッ

クパルスで急速に放電してTl,T2のベースにトリガ電流を流し込

む｡論理入力に対しては杭分動作をもつため,耐雑音性は通常の微

分形に比べ著しく改善されている｡葬る図に論理入力に対するトリ

ガ感度の実測値を示す｡ノミルス幅10/∠Sで3～5Vのトリガ感度に越

んである｡弟5固より明らかなとおり,クロック系に対してほTl,

T2のベース回路は高域通過特性をもつため,急しゅんな立ち上がり

をもつクロック系の雑音で誤動作する恐れがある｡この対策とし

て,クロック系の布線に し,必要ならシールドを施す｡また,

クロックの直流レベルを論理"1”よりも負側にシフトし,耐雑音

性を改善する方法もとっている(7)っ

論理ブロックは,AND＋OR＋INV(イン/ミ一夕)を1一軒､ととし,

クロックによる信サ再+ミの■自1能なFFの間に,接点6中位までi在列

接続を許Lている｡駄亮の単位数は,-10･～-ト60℃の範囲で±40%

以_Lの電源マージンを保証する点から決定される〔

fan
outはFFで5,INVで10～20(INVは2種)である｡fanin

はクロックが100kcのため,ほとんど実用的な範岡では問題になら

ない｡

4.3 計算機システムⅦビルディングブロック化

計算機のMTBFを上げるため,制御用としての最低限の機台削こ

留め,素子数をできるだけ減らした計算機が考えられる｡これにビ

ルディソグブロック方式を採用し,機能増設を容易にしたものを中

核システムと呼ぼう｡

FACTROLは中核システムの典型的なもので,舞7図のブロッ

ク図で構成されている｡レジスタもMR;22ビット,Acc;21ビ

B3

-----82

-一一一一B

(b)各部波形

-91-

ット,AR,PC15ビット,OR,Ⅰ/OR;6ビットで基本

機能に留めている｡

語の構成を舞8図に,命令の一覧表を第2表に示す｡

数値の取り扱いは2進法で,負数は2の補数表示,固定

小数点である｡命令は基本17種棋をもち,制御用とし

ての入出力命令,論理演算,サブルーチソジャンプおよ

び番地演算命令に特艮をもつ｡

また,命令コーードは8進2けたより構成される擬似､二′･

ップ語を使い,機械語をその機能に近いSymbolic
Code

で表わしている｡これは記憶容量の少ない計算機を,

SIPに近い命令で使いやすくし,かつローディングを簡

単化して,それによるメモリ占有率を低くする目的であ

る｡
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第7囲 FACTROL中核システムブロック
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′=ノティ Address Parl Operatiく)n Code
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第2表 FACTROL J)

第46巻 第8シテ

ノーち本機能以外に,さらに付加機能と

Lて,乗算,除第二およぴその付属命

令,使先割込,インデッキシソグ,バ

ックア､ソプドラムなどを付加すること

ができる｡l‾HJ魁ほこれらおよびこれら

比上の付加機台巨をどのようにL･て中核

システムに容易に増設するかである｡

FACTROLでは,弟7図のブロック

間にノJミすように,】､i■1小ヒ機櫨ごとにブロ

ック化し,二からをHW(拉線,ハイ

ー■7エ11によf)能率よ1こ接続してい

る(このたが),たとえば乗除算のよう

にレジスタの,増設を行なう場合にほ,

情報はすべてHWから得られるので,

既設部分の焚火をはとんど必要としな

い｢

弟9図ほレジスタなどの中位ブロッ

クのHWとの接続法の具体例で,(a)

は1線式,(b)は2線式の場合であ

る(8)｡(a)ではReglの出力を,AGl

-一一BAl-OG(1人力OR)を通してHW-1に与える｡SlはRegl

の出力の選択信一ぢ▲であるり一九 受信端のReg2は,BA2-AG2

を通してHW-1より信号を受ける｡S2はReg2の選択信号であ

る｡このように,HW-1に多数偶の信号抑二ねよび多数個の受信端な

接続できる〔(a)ほ1線式で頁値のみを伝送する方式であるが,通

常Regなどほ莫値および否定値の信号の入出力を必要とし,実際

は(b)の2線式が多く採られる｡すなわち真値母線HW-1,′≠烹引直

上ミ上線HW-1が対になって作在する｡第9図の方式を--･加齢持して,

AG-OG(多入力OR)→BA-ナOG′(1人力OR)とすることもでき

る｡たとえば,Accのようにノ,三才fシフト能力を要するレジスタで

ほ.人プJ端,～i=ブ端が交換される場合があり,この種のレジ‾スタを
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第9図 HW と の 接 続 法

HWに接続する場合,この構成をとればBAの数を少なくできる｡

同じように,受信端のBAも近距離のAGにほ共用できる〔

以上のように,HW式の接続法は.大規模な装置のビルディング

ブロック化にきわめて効果が大きく,装置の設計,製作を経済化で

きる｡

一方,制御信号についてほ信ゝナ伝送形式が以上とほ異なり,信号

源が1個,受信音;誌が多数個の場合になる｡したが一)て,HWの構造

が舞9図よf)簡桝こなる｡舞7回で,HW-3ノ～5が制御信号のHW

である〔普通計‡1†二機の設計でほ,F■糾昌数を少なくするため,論理式

の約ril_化を行ない,′1iり御l±-il路をナ央証するが,この方式でほ命令の増

設,変‾むが困難であるn FACTROLは小核システムを採用し,ビル

ディングブロック化を行なったたが),了別御信号の扱い方が少し違っ

ている〔すなわ十),制御価を集中化し,ここで共通制御信号を作っ

ノニ､糾i川/ニブロックに必要な制御信号で,3個所以上で使われるも

のを姑通制御信号と呼び,これをHW-3に塘小した.｢これ以外の

使丁一丁川網子の少ない制御信号はコード化のまま,またはデコードして

卑榊線路により接続Lた.､報Wの本数は,こ糾御信号の共通性,装置

の構造,経緯性などか仁一ナ丈足すべきである.一.

4.4 優先割込燦能

;1i順川]計訓幾で(･土多j托処野性かき.ト㌔)て屯柴`で三♭,る〔従来の制御

jH.汁堤機でほ,ゾログラム姐即にエる多F托機能が付加されていた

ノ1､.,川二機の処邦速度と外Jt耶機汁;子の結こ笛速度に追がぁる場合にほ,

二iモシステムの処即能力の低‾†､せ仰いていた｡この欠点を改善するた

ごノ),使先順位をもった,メモリニナゞよびプログラムへの割込機能が殻

近の計算機には付加されている｡これにより,外部機器との能率よ

い情報交換,および独立したプログラムの緊急度に応じた処理がで

きる｡FACTROLは小形計′拝機のた札 メモりへの割込機能ほな

い_,フ+ログラムヘの割込機能のみでふる′｢

'′ログラムへの剖i_ちは方式的に金物式とプロケうー相川]式とかふ

るが,FAC′1､ROLでトt素子の少ない後者ろノ媒吊れ_た〔二れにはさレ)

に次の二つ♂つプチ式が考えら′れる′.

=)判込†言旨が1個でも発生すれば汁掟機はその処理′し-一ナン

にジャンプし,割込の=丁#を調べ,現在のプロプラムよりもi‡二Tjレ

ベ′レの割込みならこれを許す.､.

(2′)割込信号と実行中のウログラムのレベルを金物で判定し,

割込レベルが高いときにのん汁算機をその処理ルーチンにノヤン

批生(-

りひ 比 蛇

お.土び

1二り7亡
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第10図 プログラム併用式割り込み

プさせる｡

(1)はもっとも素子が少ないが,計算機の処理速度が速く,論埋

演算機能がその処理に適したものでなければ逆効果になる恐れがあ

る｡(2)は割込みのリクエストおよぴプログラム状態を記憶し,こ

れらを比較判定する回路が必要であるが,計算機の機能が比較的低

くても割込みの効果を十分発揮できる｡FACTROLでは(2)を採用

した〔

第10図にそのブロック図と処理方式を示す｡割込判定回路で割

込指令が作られ,これが金物的に計算機を割込処理の位相にジャン

プさせる｡割込処理の位相では単にPCの内容を特定番地に格納し

PCを同時に特定番地にジャンプさせることおよび割込禁【L回路を

ONにすることを金物で行ない,これ以後の処理はすべてプログラ

ムで行なう｡PCのジャンプ先にはあらかじめ,レジスタ退避およ

びレベル判芯ルーチンへのジャンプ命令を入れておく｡この共通プ

ログラムではAccなどのレジスタ内容をたくわえた後,RFFの内

容なAccに移し,論理病臥こよりレベル判定を行なう｡

レベル判定後は新しいプログラムにジャンプするが.初めの部分

でSFFのセット プログラムdに頼るリソケージの作製を行な

う｡たたL,プログラム①より(今にはいるまで,およびレジスタの

何亡卜を1j呂‾｢するまでは割込ムを禁止する手段が必要である.､

4.5 エ業用コアメモリおよび国定メモリ

FACTROIノでは従来のものより信号レベルを高くし,高信蚊化し

た斯い､工業用コアメモリを使用している(9)｡22ビット/語で,

1,024Ⅰ治を1ブロックとし,2K語までほスタックのみを,2K語

以上は駆動回路を含めてビルディソグブロック化している｡

し1) 目 的

装置の耐雑斉性を向_Lさせるため,コア出力を可能な範囲で高

･こする(このためには電流駆動回路の耐圧を改善する〔また温度

特性,駆動電流て-一ジンを拡大する〔

(2)方 法

コ7出力を高くするため,大形コアおよひマルチターーン方式ネ_･

採用した｡また温度特性の比較的よいスイッチングコアをメモリ

コアに使い,語配置方式によるS/Nの向上を図った.｢

(3)特 長

(a) コア出力はd叫0.5～0.7V,d抗0.1V,S/N≧5であるっ

このため,センスアンプがきわめて簡単になる｡

Ⅶ93{



1350 昭和39年8月

T2

1
CDl

T.

D ＋Bl

十B2

Ⅴ】

E
窮11図 ダイオート■で耐圧改善Lた駆動回路

S

-0

他

地

番

番

1

2

S2 S3 S｡

卜1 ヒリト2 1∴ソト3 ヒ 214

1 1 1

0 1 0

第12図 固定メモリの原理図

(b)0･5～0･7V/ビットの出力を得るには,コアおよび駆動回

路のLによる逆起電力のために,30V以上の電流駆動回路が必

要である｡このため,帖β｡>50Vのトランジスクが必要であ

る｡これに対し第11図(10)に示すとおり,ダイオードDをTlの

ベース回路にそう入し,Tl,Dの耐圧が相加わる形で耐圧を改

善した〔

(c)駆動電流マージンはコアの検査規格で変わるが,±15～

20%である〔常温近傍では-0.8%/℃の温度禰償が動作電流

の中心値に対し必要である〔温度補償はSiダイオードの順方

向電位の温度変化を基準にしている｡これにより0～40℃で安

左に動作する｡

以上のWorking Memoryとは別に,サブルーチノ,重要プログ

ラムなどを非破壊化するためにコア(ソフトフェライト)を使った

固定メモりを併用Lている｡舞12図にその原理図を示す｡本固定

メモリはコ了メモリとの連動性にすぐれており,出力レベルも"1'

=2V,"0”=0.2Vであり,また温度特性,駆動マージンなどで_‾1二

業用仕様を満足している｡実装は64語/ブロックのプリント掛こよ

るプラグイン式で,交換性がよく.方式的にもパターンの変更が容

易なビス1L式および経済性のよい巻線式の2種類をもっている〔

5.FACTROL5000のソフトウェア

FACTROL5000の機能を最大限に発揮するためには使いやすい

ソフトウェアの整備が重要である｡本機は記憶容量1,000～2,000語

の規模のシステムに重点をおくので,記述が容易で,占有記憶容量

の小さいものが必要である〔一方用途により高慶の命令機能および

大容量の記憶装置が付加された場合はより高綾なソフトウエアが望

ましい｡したがって本機の開発に当たってはローディソグ形式の小

形なシステムとアセンブラ形式の自動プログラム｡システムを並行し

て開発することとした｡

小形のローディングシステムであるが,本機の命令コードは策2

表に示すようにシンボル自体がmnemonicであるため記述が容易

な言語でプログラムが可能である｡IBMコードでさん孔されたテ

ープを使用すれば記述語の機械語への変換が簡単になりローディン

評 論 第46巻 第8号

グシステムの占有する記憶容量は別語である｡本システムの特長,

機能は次のとおりである｡

(1)記述語と機械語は1対1の対応を持つ｡

(2)プログラム読み込みおよび演算開始の二つの制御指令を持

つ○

(3)番地部の修飾ができる｡

(4)正負の10進整数の読み込みを行なう｡また小数読み込み

の機能も追加できる｡

記述語の例を次に示す｡
(

(1)命 令 語 絶体番地の場合 ⅩA/乃(Cr)
)

(

相対番地の場合 ⅩA/〝Ⅰ(Cr)
)

ここに紹ほ番地部,Ⅰは相対番地を示しそのプログラムのはい

るサブルーチソの先頭番地を桝とすれば椚＋乃が実効的な番地部

となる｡またⅠの位置にFと書けば浮動番地を意味しその命令の

格納番地をJとすればJ＋乃が実効的に番地部となる｡
(

(2)数 値 語 正 数 /N＋(Cr)
＼､__ノ
(

負 数 /N一(Cr)
)

絶対値が220未満の整数を攻う｡
(

(3)制 御 指 令 格 納 指 令 TY/NT(Cr)
>く

演算開始指令 JU/NS(Cr)
＼､__ノ

ここにNほ格納先頭番地あるいは演算開始番地を示す｡

本システムには数多くのサブルーチソが用意されている｡これら

のうち乗算,除算,ローディソグルーチソなど変更の可能性のない

サブルーチソは前述のコア固定メモリに収容し,誤まって破壊する

ことのないようにしている｡またメインプログラムとサブルーチソ

の結合方法も十分考慮し使いやすいものとしている｡

る.緒 言

以上FACTROL5000の特長と仕様,計算機システムおよびプロ

グラム面について述べた｡FACTROL5000は昭和38年秋試作機が

完成し1964年度計測丁業展に出品された｡製品第1号機は昭和調

年9月完成,納入の予定である｡

FACTROL5000の意義はディジタル計算機能をアナログ計算機

能とともにオンライン制御に導入する点にあり,高度の信板性,お

よび経済性を持つ計算制御システムの実現を臼標としている｡今後

とも本機の改良,および付加可能機能の整備に努力するとともに

FACTROT一の性格を生かした市場を開拓して行きたいと念願して

いる｡

終わりに本研究,開発に絶大なるご援助を賜わった日立製作所日

立工場泉副工場長,平川部長ならびに中央研究所只野副所長,須藤

部長に厚くお礼申し上げる｡
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